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論 文 内 容 の 要 旨

 緒 言

 肝疾患におけるHBs抗原の知見の集積とともに，肝

炎，肝硬変，原発性肝癌（以下ヘバトーマ）の進展過程

が明らかにされつつある．ことに最近になり，B型肝炎

ウイルス（以下HBV）とヘバトーマとの関連が成因を

めぐって重大な課題となってきている．今回，肝硬変か

らヘバトーマ発生の様相に関し，HBVの病因前壷割り

を検索する目的で，HBs抗原およびα一Fetoprotein（以

下AFP）を指標として，肝硬変例についてprospective

にfollow up studyを行なった．

 方 法

 対象は，1973年4月より1975年11月までの2年8ヵ月

間に東京女子医大消化器病センターで経験した肝硬変65

例（男47例，女18例）で，特殊型肝硬変は除外した。こ

れらをHBs抗原（IAHA法），anti HBs（PHA法）の

検出様相から，抗原陽性群18例，抗体陽性群12例，両者

陰性群35例の3群に分け，血中AFP（RIA法）を経時

的に追跡した．これら各症例において，追跡前に肝シン

チグラム，腹腔鏡，超音波断層法を施行し，一方，AFP

追跡中上昇例（200～300ng／ml以上）に対してはこれ

らの再検査と血管造影を行いヘバトーマ発生の有無につ

いて検索した．

 成 績

 3群におけるAFP値の変動を比較すると，抗原群で

は，他2群に比し，高値上昇例が多く，また変動域も大

きい傾向が認められた．

 これらのうち抗原群4例，陰性群1例の計5例にヘパ

トーマ発生を確認したが，いずれもAFP値が漸増傾向

をたどったため，血管造影を主とした存在診断法を駆使

して診断した．なお発生確認までのAFP推移と追跡期

間は各々288→1060ng／ml：13ヵ月，1→307ng！ml：4

ヵ月3週，31→1620ng／ml：19ヵ月，54→807ng／m1：25

ヵ月，35→378ng！ml：25ヵ月，であった．発生状況は単

発1，多発4例で，いずれも肝右葉に存在し，うち2例

に切除術を行なったが，両例とも2cm以下の小肝癌で

あった．抗原群発生4例では，いずれも発生前にHBs

抗原は持続陽性を示していたが，抗原力価の推移は，2

例が256倍上下で推移し，1例は2048倍からエ28倍に下

降し，他1例では4096倍から陰性化，一過性に抗体が出

現した後再び1024倍と陽性化し，著しい変動を示した．

なお後2例ではAFP上昇と交叉して抗原力価の下降を

認めた．また上記4例中3例に，追跡前にえられた肝生

検組織で細胞内にHBs抗原が認められている．

 総括および結論

 ①肝硬変65例をHBs抗原陽性18，抗体陽性12，両

者陰性35例の3群にわけ，AFPを経時的に追跡，ヘバ

トーマの発生様相を観察し，HBVの病因的意義を検討

した．②AFPは抗原群でもつとも著明な変動が認めら

れた．ヘバトーマ発生は，抗原陽性群18例中4例（22．2

％），抗原陰性47例中1例（2．1％）で，両者間に推計学

的に有意差が認められた．③発生状況は，いずれも肝

脳葉で，単発1，多発4例で，うち各1例に手術を行い

得，早期診断が早期治療に結びついた．④ HBs抗原

陽性ヘバトーマ4例は，いずれもAFP上昇前から，抗
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原は持続陽性であり，2例はAFP上昇時に一致して抗

原力価が低下し，一時的に陰性化した例も認められた．

⑤ なお上記4例中3例において追跡前にえられた肝生

検組織で，細胞内にHBs抗原が確認された．⑥ した

がって肝硬変のヘバトーマ発生例におけるB型肝炎ウイ

ルスないしはHBs抗原の病因的役割りについて，時間

的な面からの裏付けに示唆を与えるものと考える．

論 文 審 査 の 要 旨

著者は，肝硬変65例について約3年間にわたるprospective studyを行い，5例の原発肝細胞癌症例を

えた．これらについてHB抗原， AFP等との関連を追求し，ヘバトーマ発生とB型肝炎ウイルスとの病

因的役割をうらづけることができた．本研究は原発肝細胞癌とB型肝炎との関連を追求したきわめて貴重

な業績である．学術上価値ある論文とみとめる．
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